
 

 

 

 

一学期も大詰め しっかりまとめよう！ 
最も早い梅雨明けとなり、雨が少なく連日の真夏日となっ

ています。この暑さで中庭の紫陽花も少々疲れているように

も見えます。ご存じの方も多いと思いますが、私たちが普段

紫陽花の花だと思っている部分は、本当は花ではないそうで

す。よく見ると花びらだと思っている部分の真ん中に、赤ち

ゃんのようなとても小さい花があります。まるで何かに守ら

れるようにちゃんと花の形をしています。忙しい毎日ですが

足を止めて自然を観察してみると、新しい発見に出合えるかもしれません。 

早いもので一学期も残り二十日を切っています。プールでの連日の水しぶき、５年生の

田植え体験、２年生の町探検をはじめ、学期末のテスト等に子どもたちは頑張っていま

す。先生方と一緒にしっかりと一学期の

まとめをして夏休みに備えます。 
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ＨＰ掲載 

６月２７日（月）月末漢字・算数テスト週間 

３０日（木）学校保健委員会 

７月 ２日（土）子ども会リーダーキャンプ(5.6年) 

   ４日（月）避難訓練 

５日（火）学校諸費引き落とし日 

５日（火）タブレット接続テスト（18:00～） 

６日（水）タブレット接続テスト（18:00～） 

１０日（日）陸上最終予選（丸亀競技場） 

１２日（火）着衣泳（全校生） 

１５日（金）期末懇談 12：40下校 

  １９日（火）期末懇談 12：40下校 

２０日（水）第１学期終業式 

２１日（木）夏休み～８月３１日（水） 

８月 ９日（火）～１５日（月） 

      学校閉庁日 

１９日（金）学校諸費引き落とし日 

２５日（木）全校登校日 

２７日（土）PTA 奉仕作業（６：００～） 

 

 

 
 

９月 １日（木）第２学期始業式 

   １３日（火）校外学習（1～5年）  

広島平和学習（6年）弁当の日 

  ３０日（金）授業参観 チャリティーバザー 

１０月 ５日（水）綾歌郡小学生陸上記録会 

   １４日（金）綾歌郡教育文化祭（科学・音楽） 
   １５日（土）綾歌郡教育文化祭（展覧会） 

   １７日（月）小児生活習慣病採血（4年） 

   ２２日（土）再資源回収 

   ２６日（水）要請指導訪問 

１１月１０日（木）～１１日（金）修学旅行 

   ２６日（土）滝っ子発表会 

   ２８日（月）振替休業日 

１２月 ９日（金）校内マラソン大会 

   ２１日（水）期末懇談会 

   ２２日（木）期末懇談会  

 

２１日（火）は、今年度２回目の授業参観に大変お忙しい中、 

またお足元の悪い中お越しくださりありがとうございました。 

４月の初めての参観日から運動会を経て、よりたくましくなった 

お子様をご覧いただけたのではないでしょうか？ 

コロナ禍での分散開催等に、ご協力ありがとうございました。 

引き続き、よりよい教育活動を展開できるようがんばります。 

◇生活支援員 □□ □□先生 （7/1～） 

新しい教職員を紹介します 

２回目の授業参観 ありがとうございました 



 

 

 

一学期のまとめのこの時期。

「自主学習ビンゴ」にチャレン

ジしています。担任の先生方に

聞くと、毎日、こつこつと自主

学習をがんばっている人がた

くさんいます。自主勉強ノート

にも、自分で考えた工夫が見ら

れます。 

自主学習は様々なことがで

きます。毎日毎日の積み重ねが

自分の力になります。以前、配

られた「家庭学習の手引き」を

参考に、「自主学習ビンゴ」で、

今までやったことがないこと

にも挑戦し、一学期のまとめをしていきましょう。 

お家の方からも声掛けをよろしくお願いいたします。 

   

家庭学習 がんばろう！   ６・２４～７・７ 

チャレンジ！自己ベスト 

６月２５日（土）、体パワーアップク

ラブの活動に取り組む子どもたちの希望

者３０名が屋島陸上競技場で開催された

全国小学生陸上競技交流香川県第１次予

選会に出場しました。体力の向上めざし

て継続的に取り組むとともに、大会を目

標にして自己ベストをぬり替えようとチ

ャレンジする素晴らしい子どもたちの姿

を見ることができました。普段の生活に

おいても“自己ベスト”をめざして取り

組む姿勢を大切にしてほしいと願ってい

ます。 

相手のことを大切に 
 きくことができる子ども 
“相手を大切に思い、きける子ども”

を育てることは、学習指導や問題行動等

の生活指導にも効果が上がると鳴門教育

大学の久我直人教授は言っています。 

私自身も様々な教育活動をしましたが

「きくこと」の一点突破ができれば、

様々なことが可能になります。 

本校では、“個を活かす協働的な学び

推進モデル校”として、 

聞く→聴く→訊くとステップアップ

をねらい、「訊く」ことができる、つま

り質問できる子どもを目指しています。 


